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1　さまざまな情報システム


(1) 私たちが現在暮らしている社会は（①　　情報社会　　）と呼ばれ，様々な情報技術に支えられて，多様な情報が大量に流通している。①においては，多種で大量の情報を効率よくかつ迅速に流通させて処理する仕組みが必要となる。それが（②　　情報システム　　）であり，いろいろな②を結びつけるために（③　　ネットワーク　　）が用いられている。

[image: image2] 情報システムの種類を４つあげよ。また，そのシステムの具体的内容をあげよ。
	システム名
	具体的内容

	計算を中心とするシステム
	給与計算，銀行の預金引き出しシステム

人工衛星から送信されるデータを画像に変換

	通信を中心とするシステム
	インターネット，放送，ケーブルテレビ，携帯電話

道路交通情報システム

	データ管理を中心とするシステム
	図書館書籍検索・貸し出し予約，旅行会社宿泊予約

電話番号案内

	制御を中心とするシステム
	航空管制，列車運行管理，ロボットによる製品組み立て


2　企業活動と情報システム


(1) 企業内の事務処理の合理化と自動化が進んだ状態を
（①　　OA（オフィスオートメーション）　　）という。かつて①は
（②　　メインフレーム　　）と呼ばれる大型のコンピュータを中心に進められていた。近年では，情報処理を複数のパソコンに分散させて行う
（③　　ダウンサイジング現象　　）が生じている。
(2) インターネットの普及などの情報技術の革新にともなうさまざまな変化を（④　IT化　　）という。④は労働の形態を変え，ネットワークを利用した在宅勤務は（⑤　テレワーク　　）とも呼ばれる。

(3) コンビニエンスストアやファーストフードのチェーン店では
（⑥　　POS（販売時点管理）システム　　）と呼ばれるシステムが活用されている。④ではレジスタについている（⑦　　バーコード　　）から，商品番号を読みとり，いつ，どの店で，どの商品が，どの様な人に買われたかという情報を管理・分析している。

[image: image3]　次のJANコードで表されたバーコードの数字の持つ意味を調べよ。
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3　公共分野の情報システム


(1) 行政機関が保有する情報は（①　　情報公開法　　）にもとづいて公開することができる。

[image: image4]　行政分野における情報システムを，次の各分野にわけて具体例をあげよ。
	教育・研究・学術分野
	・学校・大学への情報機器，ネットワーク導入による人材の育成や研究成果の公表

・図書館，博物館におけるネットワークを用いた図書・資料の検索，マルチメディアデータの配布

	保健・医療・福祉分野
	・診療情報の電子化

・断層撮影システム（ＣＴスキャン）

・遠隔医療システム

	道路・交通分野
	（校空関係）航空管制システム

（鉄道関係）鉄道の運行システム

（道路関係）高度道路交通情報システム（ITS），道路交通情報通信システム（VICS）
自動料金徴収システム（ETC）

	気象・防災分野
	・地球気象観測システム（AMeDAS）

・気象資料統合処理システム（COSMETS）

・緊急情報衛星同報システム



[image: image5]　次の情報公開法の条文の（　　）を埋めよ。

第１条【目的】
この法律は，（　　国民主権　　）の理念にのっとり，行政文書の（　　開示　　）を請求する国民の権利につき定めることにより，行政運営の（　　公開性　　）の向上を図り，もって政府の諸活動を国民に説明する責務が全うされるようにするとともに，国民のよる行政の（　　監視　　）・（　　参加　　）の充実に資することを目的とするものとすること。

第３条【開示請求権】
何人も，この法律に定めるところにより，行政機関の長に対し，行政文書の（　　開示　　）を請求することができるものとすること。
4　情報システムの信頼性

[image: image6]　システムの信頼性を高める方法についての次の2つの方法について説明せよ。
・フォールトトレランス
故障をしても，システムが全面的に停止することなく，処理を続けながら修理を可能にする技術

・フェイルセーフ

仮にエラーを起こしても，事故につながらないように，安全に働くシステム。
5　情報システムの安全性

(1) ソフトウエアの中には，他のソフトウエアにもぐり込んで，勝手にファイルを消したり，いろいろないたずらをするように作られたものがある。このようなソフトウエアを
（①　　コンピュータウイルス　　）という。

(2) ネットワークの安全性確保のために，システム内部と外部のネットワークの間に
（②　　ファイアウオール　　）というシステムを設置して接続を制限する方法がある。


[image: image7]　安全性確保の対策として3点あげよ。
・機密性（情報を適切な人間以外には与えない）

・安全性（情報が常に完全な形に保たれる）

・可能性（情報や機器が必要に応じて利用できる）
【JANコード】

日本の共通商品コードでほとんどの商品にマーキングされている。ヨーロッパでのEAN、アメリカでのUPC等各国別にコードがあり、これらとあわせて世界共通の商品コードとなる。数字のみのデータで８桁(JAN8)または１３桁(JAN13)固定。最後の桁はチェックデジット（必須）。先頭の２桁は国番号（日本の場合は４９もしくは４５）。
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【QRコード】

数字のみで最大7089桁，英字・記号のみで最大4296桁，バイナリのみで最大2953桁，漢字のみで最大1817桁までの情報をコード化可能。三箇所の角の四角い目玉が特徴。QRとは、「クイックレスポンス」の略で高速な読み取りができる。
[image: image9.png]



【チェックデジット】
チェックデジットは，数列を機械で読み取る，あるいは入力する際に起こるエラーの検出の為に用いられる。算出方式としては，数列の一つ一つの数字にウェイトと呼ぶ数値を掛けて，求められた総和を係数（モジュラス）で割り，その余りをチェックデジットとするもの（DR），モジュラスから余りを引いたものをチェックデジットとするもの（DSR）などがある。
【フォールトトレランス（fault tolerance）】

システムに障害が発生したときに，正常な動作を保ち続ける能力。つまり，障害発生時の被害を最小限度に抑える能力のこと。ジャンボジェット機のいくつかのエンジンが故障しても，一つ動いていれば飛び続けられるように設計されていることが挙げられる。コンピュータシステムで言えば，電源を多重化したり，定期的にデータのバックアップを取ること＜電源に無停電電源装置（UPS）を用いることなどがフォールトトレランスにあたる。
【フェイルセーフ（fail safe）】
故障や操作ミス，設計上の不具合などの障害が発生することをあらかじめ想定し，起きた際の被害を最小限にとどめるような工夫をしておくという設計思想。石油ストーブが転倒したときの自動消火，鉄道車両のブレーキ故障時の非常ブレーキ作動などが挙げられる。
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